
●１２月の映画ビデオ鑑賞会

のお知らせ

・「雪の女王」

(人形アニメ、２０分）

・「どんぐりと山猫」

(アニメ、２０分）

・「ミッキーマウス・ブルート

のクリスマスツリー」

(アニメ、７分）

を上映します。

日時：１２月１８日(日）

午後１時３０分～

会場：当センター・ホール

入場は無料です。

＊詳細は、ラ・ラ・ネットを

ご覧ください。

http://www.lalanet.gr.jp/

お知らせ

学校と地域を結ぶ

コーディネーター養成講座

映像ボランティア養成研修会

家庭教育支援セミナー

Ｎｏ．５５
平成１７年１２月１日発行
新潟県立
生涯学習推進センター

≪５５号の内容≫

１日目はボランティアの意義や映像ソフト

の特性及び著作権について、２日目は映像機

器の操作及びビデオ撮影と編集について研修

を行いました。

受講者は、現在何らかの形で映像に関する

ボランティアとして、既に活動している方々

でした。しかし、今までまとまった形での映

像に関する学習の機会が

なかったということで、

受講者からは有意義であ

ったと好評でした。

第３回 家庭教育支援のための事業・学習プログラム開発セミナー
期日：１０月２１日（金） 会場：長岡市立劇場

講義の中で、①社会で子どもを育てるとはど

ういうことか。②家庭教育支援は、誰が・い

つまでに・どのような支援をすることなのか。

③支援が無くなったら困ることがあるのか。

などの問題点を基にした講義がありました。

次年度は、参加者の評価を生かし、更に内

容の充実した研修を組んでいきたいと思いま

す。

この研修会は、映像に関する知識や技

能を修得するとともに、ボランティア活

動の意義と役割について学び、その成果

を生かして県内公共機関で映像ボランテ

ィアとして活動できる人を育成する目的

で開催しました。

修得した成果をボランティアとして生

かすことに主眼をおいているため、参加

者の募集は、県内の地域の視聴覚センタ

ー・ライブラリーが適任者を推薦する方

法で行いました。

午前中は、３つの事例発表を行いま

した。

十日町市中央公民館からは、より多

くの親に学習機会を提供するための講

座開設の場の工夫や、地域で家庭教育

支援者を育てるための取組の発表があ

りました。次に、NPO法人ヒューマン
エイド２２からは、子育て支援センタ

ー「育ちの森」を会場に、夫婦のあり

方や出産後の子育てを考える機会とし

てマタニティセミナーの事例発表があ

りました。最後に、糸魚川市地域家庭

教育推進協議会からは、民間企業職員

を対象に、企業に出向いての父親の家

庭教育参加啓発講座の事例が発表され

ました。発表後は、参加者からの活発

な質疑があり、今後の事業の企画、運

営に参考になることも多かったようで

す。

午後は、武蔵大学の武田信子教授か

ら「家庭教育支援者として、今後期待

すること」というテーマで講義があり

ました。

映像ボランティア養成研修会 期日：１０月１３日(木)、１４日(金)
会場：県立生涯学習推進センター



TEL:025-284-6119  soudan@mail.lalanet.gr.jp

●生涯学習相談（兼新潟県体験活動等支援センター）

TEL:025-283-1150 FAX:025-284-6019

●家庭教育・子育て電話相談「すこやかコール」

http://www.lalanet.gr.jp/

●新潟県生涯学習情報提供システム「ラ・ラ・ネット」

新潟県立生涯学習推進センター 新潟市女池南3-1-2 電話:025-284-6110 ファックス:025-284-6019
(ウェブページ) http://www.lalanet.gr.jp/nlpc/ (メール) nlpc@mail.lalanet.gr.jp

法人国立妙高少年自然の家 伊野亘事業推進課

長の発表と県地域づくりアドバイザーの清水

義晴講師から、ファシリテーショングラフィ

ック※を利用した指導助言がありました。研

修２では、「学校と地域を結ぶコーディネー

ターに期待すること」として、受講者を課題

別グループに分けワークショップを実施しま

した。

3回の研修を通して、受講者の方からは
「様々な立場から考えが聴けて良かった。立

場が違うと考え方も違う。今日､学んだこと

を、今後の教育に即、生かすよう努力しま

す。」などの意見がありました。

※ ファシリテーショングラフィック＝話し合いの内容

をその場で、文字とイラストを使って全体の図式的

な構造を記録していく方法。

第１回目では、「学校教育と社会教育の連

携･融合の在り方を考える」をテーマとして

実施しました。講師としては、学社融合研究

所 越田幸洋代表をお迎えし、講義、ワーク

ショップを行いました。

第２回研修会では、国立教育政策研究所社

会教育実践センターから、日本ボランティア

学習協会 木村清一理事や東京女学館中学校･

高等学校 橋本洋光教諭、浜松ＮＰＯネット

ワークセンター 山口祐子代表、シャプラニ

ール＝市民による海外協力の会 福澤郁文常

任理事、滋賀県虎姫町立虎姫中学校 沓水宏

文教頭の方々を講師として派遣いただき、

｢学校と地域の連携・融合による教育力向上

のためのプランニングをする｣をテーマに実

施しました。

第３回では、「県内の特色ある学校と地域

社会との連携事例を基に、コーディネーター

としての課題や悩み等を話し合い、今後のコ

ーディネーターの役割を考えよう」をテーマ

として実施しました。特に、研修１では、

「コーディネーターとしての取組の実践発

表」として、新潟市立新潟小学校 田邉寿夫

教諭、魚沼市立広神中学校 星野薫教諭、独

立行政

生涯学習指導者養成研修

「学校と地域を結ぶ
コーディネーター養成講座」

期日：第１回 ６月２日（木）
第２回 ８月３日（水）、４日(木）
第３回１１月２２日(火）

会場：県立生涯学習推進センター


